
令和 年　 月 日作成

0 6
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１　現状把握の部（DO）

59.4

ス 円 2,701 2,775 3,007 3,103 4,593 5,703

⑦成果指標

100 100 100

シ ％ 97.0 92.9 88.4 85.2 61.8

サ ％ 100.0 100 100

130 130 130

ク 人 59,552 58,458 57,109 55,901 57,031 56,942

⑥対象指標

カ kl 46,036 44,076 41,960

0

ウ

⑤活動指標

40,560 29,331 28,169

キ kl 130 130 130

40,560 29,331 28,169

イ 日 0 0 0 0 0

ア kl 46,036 44,076 41,960

14,176
トータルコスト(A)＋(B) 千円 160,860 162,221 171,747 173,466 261,944 324,724

千円 14,176 14,176 14,176 14,176 14,176

3 3 3 3 3
延べ業務時間 時間 3,544 3,544 3,544 3,544 3,544 3,544

139,230 149,179 146,678 187,802 237,214
事業費計  （A） 千円 146,684 148,045 157,571 159,290 247,768 310,548

4,500 54,100 67,700
その他 千円 9,208 8,815 8,392 8,112 5,866 5,634

都道府県支出金 千円

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国庫支出金 千円

一般財源 千円 137,476

人件費計  (B)

地方債 千円

人
件
費

正規職員従事人数 人 3

(2) 総事業費・指標等の推移
　　　　　　　年度
　単位 ２年度（実績） ３年度（実績） ４年度（実績） ５年度（実績） ６年度（目標） ７年度（目標）

％
④ 結果（基本事業の意図：上位の基本事業にどのように貢献するのか）
　○構成市町内で発生するし尿等が適切に処理され、管内の衛生環境が維持される。
　○し尿処理施設が常に良好な状態で保たれる。
　○維持管理コストを抑え、構成市町の財政的負担が軽減する。

シ
１日の平均稼働率（処理量/（365日-施設の休止
日数）/処理能力130）

％

ス
人口１人あたりの維持管理コスト（トータルコスト/人
口）

円

③ 意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）
ク 構成市町の人口 人

　○構成市町内で排出され、収集運搬されたし尿等が公衆衛生及び環境上問題のないよう処理
する。
　○し尿処理が休止することのないよう、施設を維持する。
　○維持管理コストを抑え、構成市町に財政負担が高額とならないように務める。

⑦ 成果指標（対象における意図の達成度を表す指標）

名称 単位

サ し尿等処理率（処理量/受入量）

　○構成市町内で排出され、施設で処理するし尿等
　○し尿処理施設
　○構成市町の住民

カ し尿等処理量 kl

キ １日における標準処理能力 kl

　搬入されたし尿等を全て適正に処理する。委託業者から手数料、許可業者から使用料を徴収す
る。施設の維持管理業務については、令和５年度から令和７年度までの３か年長期継続委託契約
を締結しているほか、脱水汚泥運搬・処分等一部の業務は、衛生課で直接契約する。機器更新
設計業務を委託する。

ウ

⑥ 対象指標（対象の大きさを表す指標）

② 対象（誰、何を対象にしているのか）＊人や自然資源等 名称 単位

0

　受け入れたし尿及び浄化槽汚泥を全て施設で適正に処理した。
ア し尿等受入量 kl

イ 施設休止日数 日
今年度計画（今年度に計画している主な活動）

トータルコスト(A)＋(B) 0

(1) 事務事業の目的と指標

① 手段（主な活動） ⑤ 活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

前年度実績（前年度に行った主な活動） 名称 単位

地方債

その他

一般財源

事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
全体計画（※期間限定複数年度のみ）

　構成市町（大船渡市・陸前高田市・住田町）で排出され、委託業者により収集運搬されたし尿等を処理する施設である衛生
センターを維持管理運営していく事業。
　平成22年度からは施設の維持管理を包括的民間委託としている。
　当広域連合が行う具体的な業務内容は、次のとおり。
　維持管理業務委託に係る事務、受託業者が行った業務の確認及び指導、維持管理業務委託料等の支払事務。
　また、し尿の収集運搬委託業者が投入したし尿量及び浄化槽汚泥収集運搬許可業者が投入した浄化槽汚泥量を確認し、
し尿処分手数料及び衛生センター使用料の納入通知書を各業者に毎月発行し、納入確認をしている。

総
投
入
量
　

（
千
円

）

事
業
費

財
源
内
訳

国庫支出金

都道府県支出金

事業費計  （A） 0

人
件
費

正規職員従事人数

延べ業務時間

人件費計  (B)

所
属

部課名 気仙広域連合衛生課 【開始年度】

Ｃ　施設管理
課長名 金野　道程

昭和39 年度～
係　名 総務係 電話 0192-26-3739
担当者 戸羽　淳美 内線 （直通）

廃棄物の適正処理
※期間欄に開始年度を記入

根拠法令 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第6条、令第4条、浄化槽法第3条 期　間 事務事業区分

事業

施策名 廃棄物処理対策の推進
単年度繰返

06 04 01
01
02

00
00

基本事業名

政
策
体
系

政策名 自然豊かな環境の保全と創造
事業期間 予算科目

区　分 会計 款

1089 6 8 28

（令和 5 年度実績）

事務事業ID
令和 6 年度 事務事業評価シート 

項 目

事務事業名 施設の維持管理事業（し尿処理事業） ☐ 実施計画登載事業 ☐ 総合戦略登載事業

－　1/2　－ （大船渡市）


